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2023年度 定例理事会・定例総会資料/No.:

2023年度 事業報告書

2023年 1 月 1 日か ら 12月 31 日まで

特定非営利活動法人 日本サステナブル投資フォーラム (JSIF)

特定非営利活動法人 日本サステナブル投資フオーラム (JSIF)の 事業は、会員によ

る年会費や協賛等の様々な形のご支援、また理事、運営委員による無償の活動によって

実施され、以下の成果を挙げることができた。

会員動向

2023年度の会員在籍数と人退会状況は以下の通りである。

・法人会員…入会 1社、退会 4社 A。

・個人会員…大会 6名 、退会 10名。

A大
会

アリアンツ・グローパル・インベスターズ・ジャパン株式会社

一般社団法人 CDP Worldwide― Jopon

ロイ ドレジスタージャパ ン株式会社

Arabesque ′ヽsset ilonogenlent L十 d.

東京海上アセッ トマネジメン ト株式会社

種  別 期 首
 ヽ ^

^ 
ム 退  会 期 末

金融 HDカ ンパニー 0 0

都市銀行・信託銀行・地方銀行 0 0

生命保険・損害保険
，

一 0 0 ＾
∠

証券会社・運用会社 ||
つ

こ ||

投資助言・金融情報サービス業
０
● 0 0 8

上記以外の金融事業を営む法人 ，

一 0 0 ，

』

経営コンサルテイング業

公的機関・監査法人 。社団法人など

′
０ 0 ”

つ

７

・ 0 0 ワ

・

上記以外の一般法人
つ

こ 0 0 ，

一

NPO・ NCO・ 年金基金など ″
つ 0 4

小 計 法 人 計 45 4 42

個 人 78 ０́ 10 74

合 計 !23 ワ
・ :2 l18

退 会
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<法人・団体会員内訳 > 大会順

【プレミアム法人会員】

・ 株式会社クレアン

・ KPMGあずさサステナビリティ株式会社

・ 三井住友 トラス ト・アセットマネジメント株式会社

●ニッセイアセットマネジメント株式会社

・ EY新 日本有限責任監査法人

・ アセットマネジメントOne株式会社

。 SOMPOリ スクマネジメント株式会社

・ アクサ・インベストメント・マネージャーズ株式会社

・ CSRデザイン環境投資顧問株式会社

・ GPSSホ ールデイングス株式会社

。三菱UFJ信託銀行株式会社

・  S&P Globol
。 大和アセットマネジメント株式会社

【一般法人会員】

・ 株式会社セブン&ア イ・ホールデイングス

。 株式会社日本政策投資銀行

。 株式会社大和証券グループ本社

。 東京海上日動火災保険株式会社

・ NPO法人エテイック

・ NPO法人環境エネルギー政策研究所

。 損害保険ジャパン株式会社

・ PwC Jopon有 限責任監査法人

。 F=「SE Russe‖

。 一般財団法人日本経済研究所

。 一般社団法人投資信託協会

・ ブルームバーグ エル・ピー

・ 株式会社エッジ・インターナショナル

・ MSCI.Inc

・ 損害保険労働組合連合会

・ 株式会社 QUICK

・  Hermes Equity()wnership Sen′ ices

・ 株式会社イースクエア

・ アムンデ イ・ジヤバ ン株式会社

。 SOMPOア セッ トマネジメン ト株式会社

・ BofA証券株式会社

・ 公益財団法人地球環境戦略研究機関 (相 互会員)

・ 2・ Investing ln‖ otiVe(相 互会員)
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・ ファクトセット・パシフィック

・ フアース ト・センテイア・インベスターズ株式会社

・ 一般財団法人社会変革推進財団

。 株式会社 SDGイ ンパクトジャパン

・ JBAサ ステナビリティ株式会社

・ アリアンツ・グローバル・インベスターズ・ジャパン株式会社

2.2023年度事業報告

1 日本サステナブル投資白書 2022の発行

白書は客観的なデータや事実を集積 し、日本におけるサステナブル投資の現状を広

くせの中に認識 していただくことを目的に 2007年度版より発行 を続けている。

2023年 3月 に日本語版、7月 に英語版を発行 した。

編集・エディトリアルデザイン・英訳協力

株式会社エッジ・インターナショナル

特別協賛

株式会社イースクエア

CSRデザイン環境投資顧間株式会社

ニッセイアセットマネジメント株式会社

一般協賛

SOMPOア セットマネジメント株式会社

助成

公益財団法人 トラス ト未来フォーラム

事業収入

事業支出

し317,500円 〈協賛金、助成金、白書販売)

1336,385円 (白 書製作費等)

2 サステナブル投資残高調査
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2015年より毎年、国内に拠点を有する機関投資家を対象としたアンケー ト調査を

実施 しており、過去 3年の推移は以下の通 り (金額は百万円単位 )。 詳細な結果レポ

ー トについては 2024年春の発行を目指 して準備を進めている。

また 2022年度の調査結果については、Globol Sus十oinoble lnvestment A‖ ionce

(GSIA)よ り、 2023年 |1 月に発行された “GloboI Sus十oinoble lnvestment

Review 2022''へ の報告資料 として利用した。

事業支出 78,918円 〈ウエブ回答システムの費用・依頼状郵送費)

※調査結果レポートは前述の白書内に掲載のため、製作費は白書事業に合算

3 PRI in person naEho

2023年 10月 3～ 5日 に東京で開催された PRIin personに 、JSIFの立場で 6名

が参加。

の 6名 )

来日した各国の SIFと の面談等を実施。DonSIF(デ ンマーク)、 SweSIF(ス ウェ

ーデン)、 RIA Austrolio〈 オース トラリア)、 UKSIF(イ ギリス)

参加 した 6名で収録 した感想会の動画はこちらか ↓

h」堕s立∠聖w二立outuL£ .cottzwo十 ch2Y=PxcIUヒ」SMM

事業支出 321,945円 (2名 分の参加貴、名刺代等)

4 分科会

2022年 8月 に経済産業省のパブコメに「責任あるサプライチェーンにおける人権

尊重のためのガイ ドライン (案 )」 に回答 した分科会のメンバーで、ビジネスと人権

に関する指導原則 (UNCP)の作成に携わった  との意見交換会を実

施 した。

事業支出 ゼロ

2021年 2022年 2023年

サステナブル投資残高合計 514,052,801 493,597,729 537,590,817

総運用資産残高に占める割合 61.5% 61.9% 65.3%

機関数 52 56 63

5 イベ ン ト開催
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開催日 開催テーマ・講師 参加者数

2023年 2月 7日 「Tカ ードみんなのエシカルフー ドラボ」

(CCCマ ーケティング)

13名

2023年 4月 27日 「森林の持続可能性 と気候変動 リスクーバイオ

マス発電の視点から」

(地球・人間環境フォーラム)

27名

2023年 9月 8日 「シーフー ドセクターにおけるブルーファイナ

ンス 」

(シ ーフー ドレガシー)

20名

① 有識者との意見交換会いずれもZoom開催)。

事業支出   52,895円 (謝礼等 )

② 長期ビジョンに関する意見交換会

2024年に NPO法人として設立 20周 年を迎えるため、設立当初の定款の事業目

的を見直し、今後 10～ 20年 を見据えたパーパスや ミッションを整理するための意見

交換会を実施。7月 ll日 には設立からの歩みを振 り返る会を、9月 14日 には初回

を踏まえてのフリーディスカッションを実施。

事業支出   ゼロ

6 GSIA関連

JSIFは 2018年よりGIob。 I Sustoinoble lnvestment A‖ ionce (GSIA)の正式

加盟 し、以後定期開催のウエプ会議に出席 している。

2023年  |1 月に GSIAが発行 した ``GIoboi Susttinoble lnvestment Review

2022"の 日本パー トの執筆を担当した。

事業支出  354,315円 (CSIA年会費)
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7 早稲田大学大学院経営管理研究科の講座

が担当講師を務める講座「ESGを 取 り巻 く環境 と

ステークホルダーの連関性の探求」を支援 した。4月 から7月 にかけて全 14コ マで

実施。各ロテーマ・講師を 7ベ ージに掲載。

事業支出  ゼロ

8 ウェブサイ トでの情報発信

ウェブサイ トでは JSIFの活動内容を中′ヾに、主に以下の情報を発信 している。

・  サステナブル投資残高調査の結果

・  個人向け金融商品のサステナブル投資残高 (投 資信託については株式会社

QUICK、 債券については大和証券株式会社に元データをご提供いただき作成)

・  JSIFの理事が参加 している官公庁の委員会情報

事業支出 5,247円 (ウ エブサイトの運営費用)

以 上
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旱精口大学大学院経営,撃研究科 2023年度春学錮口塵

科目名「〔SCを 取り巻く環境 ヒステークホルダーの逹関性の探求」 (投資家視点と企業行動の連関性を中,ヾ に)

担当講師 (日 本サステナブル投資フオーラム理■)

(二丼住友 トラス ト・アセットマネツメント株式会社 専務執行役員チーフ .サ ステナビリテイ&ス トラテジー

(エ ッセイアセットマネジメント株式会社 共同チーフ・インペス トメント.オ フィサー兼ESG推進郁部長)

オフィサー)

曰樫 テーマ ■ 師

4月 15曰 当講座の全体紹介.〔

“

構綸 (導入〉 10当 講師

授業内容:ESG構崎①

4月 22日 tSG優 良取組企業の実際 担当誘

“授業内容:レ ゾナックホールディングスのサステナビリティ戦略からインプリケーションを考察する

5月 6ロ ESC? a 7n v', a >A 担当講師

授業内容:CS嶋 論②

5月 13日 ネットゼロの基礎知識 と投資家の視点 ニッセイアセットマネツメント 

授業内容地 球温暖化11本 当なのか?な ぜ起きるのか。ネットゼロヘのインプリケーションを考察する

5月 20日 ESGデ ィスカッション② 担当講師

5月 2'日 人的資本経営と企業椰壼 担当講師

授業内容 1社会課■.人的責本

6月 3日 ダイバーシティと企業価値① 担当講師 :日 立製件所 

授業内容 :日 立製件所及びグループのダイパーシティ戦略からインプリケーションを考察する

6月 10日 ダイパーシテイと企業価値② 担当講師 味の末 

授業内容 :味の素グループのASV経 営に見る人財戦略からインプリケ~ン ヨンを考察する

6月 17日 ガバナンスと企業価値① 担当講師 :

授業内容 :コ ーボレートガバナンス 導入嬌ほか

6月 24曰 ガバナンスと企業価値② 担当講師 :二■住友 トラスト.ア セットマネジメント 

晨葉内容 :日 本企業の株主綸会と機国技資家による議決権行使からインプリケーションを考察する

7月 1日 ガバナンスと企業価値◎ 担当講師 :ニ ッセイアセットマネジメント  

授業内容 :受記者■任ある機関投資まと日本企業のガパナンス|｀ らインプリケーシヨンを考察する

'月

8曰 機関投資家とESG投資 担当講師 ニッセイアセットマネツメント  

授業内容 :グローパルなメガ トレンド|｀ ら企業の持続可能な経営に求められるインプリケーションを考察する

7月 15日 みんなで考える今後の〔SCO lnel$,)E*+ t L'(, ESC? 1 a7 tt"t -/ v C > + -, 3 >

7月 22日 みんなで考える今後のFSO② 二用会社の担当者 として.CSCマ ニュアルをブレゼンテーション
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令和5年度  活動計算書

令和5年 1月 1日 から 令和5年 12月 31日 まで

特定非営利活動法人 日本サステナフ
・ル投資フォーラム

(単位 :円 )

受取会費
正会員受取会費

団体会員
金融機関
一般法人
公的・中間機関
NPO o NG0

個人会員
正会員受取会費計

2 受取寄附金
受取寄附金

3 受取助成金等
受取民間助成金

4 事業収益

勉強会活動

ホームページ運営活動

シンポジウム活動

SRI普及・啓発活動

5 その他収益
受取利息
雑収益

経常収益計
Ⅱ 経常費用

1 事業費
(1)人 件費

給料手当
退職給付費用
福利厚生費
人件費計

(2)そ の他経費
売上原価
会議費
旅費交通費
通信運搬費
減価償却費
消耗備品費
印刷製本費
研修図書費
諸謝金
交際費
諸会費

0

0

820
96,252

0
100,311

0
0

70,000
0

650,327

0

0

820
96,252

0

100,311
0

0

70,000
0

650,327

科
日

【 金 額

3,100,000
2,200,000
1,000,000

20,000
525,000

500,000

817,500

89
0

6,845,000

500,000

817,500

89
0

100,000
200,000

8.162.5898,162,589

2,930,000
0

0

2,930,000
0

0

2.930.000 2,930.000



4,245
0

1,243,000

4,245
0
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1 243 000

支払手数料
会場費
業務委託費
その他経費計

事業費計
2 管理費

(1)人 件費
給料手当
退職給付費用
法定福利費
福利厚生費
人件費計

(2)そ の他経費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
消耗備品費
印刷製本費
賃借料
交際費
減価償却費
諸会費
支払手数料
租税公課
業務委託費
雑費
その他経費計

管理費計
経常費用計

当期経常増減額
Ⅲ 経常外収益

経常外収益計
Ⅳ 経常外費用

経常外費用計
経理区分振替額
税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額

正 産

2,164,955 2,164,955
5,094.955 5,094,955

1,120,000
0

516,304
70,608

1,120,000
0

516,304
70.608

1.706.912 1,706,912

0

880
232
540
000
000

0

0

000
825
260
736

0

72,

182,

18,

300,

10,

58,

7,

263,

0

880
72,232
182,540
18,000

300,000
0

0

10,000
58,825
7,260

263,736
0

913,473 913,473
2.620.385 2.620.385
7,715,340 7,715,340

447.249 447.249

0

447,249
0

447.249

0

447,249
0

447,249
9、 231.697
9.678.946
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書式第 15号 (法 第 28条 関係 )

令和5年度 貸借対照表
令和 5年 12月 31日 現在

特定非営利活動法人 日本サステナガル投資フォーラム

(単位 :円 )

科
曰

】 金 額

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

棚卸資産

前払金

仮払金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

(1)有形固定資産

什器備品

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投 資その他の資産

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

前受金

仮受金

預 り金

流 動 負 債  合 計

2 固定負債

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

Ш 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

10,280,075

0

30,000

0

10,310,075

10 310 075

631,129

356.015

0

0

275,114

631,129

9,231,697

447.249

9,678,946

10,310,075
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16 法 28 関係

令和5年度  計算書類の注記

特定非営利活動法人 日本サステナフ
｀
ル投資フォーラム

重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法 人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 一部改正 PヽO法人会計基準協議会)

によっています。
(l)棚 卸資産の評価基準及び評価方法
最終仕入原価法によっています。

(2)固 定資産の減価償却の方法
有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却 しています。
また取得価額10万円以上20万 円未満の一括償却資産については3年間で均等償却 しています。

(3)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
施設の提供等の物的サービスの受入れは、活動計算書に計 卜しています。
また、計上額の算定方法は「3.施設提供等の物的サービス受人の内訳」に記載 しています。

(・ )消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

(5)会費収人の計上基準
会費収入は現金基準で計 卜しています。
個人会費のクレジットカー ド決済については決済日で計上しています。

2.事 業別損益の状況

科 日 勉強会活動
ンンポジウム

活動

ホームベージ

運営活動
SRI普及・啓

蒙活動
事業部門計 管理部門 合計

0

0

500,000
817,500

0

0

0

500,000
817,500

0

6,845,000 6.845,000
0

500,000
817,500

89

1,317,500 1,317,500 6,845,089 8,162,589

2,930.000
0

0

0

1,120,000
0

516,304
70,608

4,050,000
0

516,304
70.608

1.706.9122,930,000 4,636,912

0

0

820

91,500
67,911

0

0

0

0

0

50,000
650,327

3,255

0

0

1,243,000
0

0

0

820

96,252
100,311

0

0

0

0

0

70,000
650,327

4,245
0

0

1,243,000
0

0

0

880
72,232
182.540
18,000

0

0

0

300,000
10,000

0

58,825
7,260

0

263,736
0

1,

168,

282,

18,

300,

80,

650,

63,

7,

1,506,

0

0

700

484

851

000

0

0

0

000
000
327

070
260

0

736

0

52,895 5,247 2.106.813 2.164.955 913.473 3.078.428
52,895 5,247 2,106,813 5,094,955 2.620,385 7.715,340

-52.895 -5,247 -789.313 -3,777,155 4,224,704 447.249

I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当
退職給付費用
法定福利費
福利厚生費
人件費計

(2,そ の他経費
売 卜原価
会議費
旅費交通費
通信運搬費
消耗備品費
印刷製本費
研修図書費
交際費
減価償却費
賃借料
諸謝金
諸会費
支払手数料
租税公課
会場費
業務委託費
雑費
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額



内容 金額 算定方法

な し

令和5年度 定例理事会・定例総会資料/No.5

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳
立:円 )

４

． 使途等が制約 された寄附金等の内訳
使途等が制約 された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通 りです。
当法人の上味財産は 9,678,946円 ですが、そのうち 0円 は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は 9,678,946円 です。

5.固 定資産の増減内訳
円 )

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通 りです。

8
その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

事業費と管理費の按分方法

給 与手当について、業務全般に関わる者に対するものについては65%を 事業費に按分 し、残 り35%を 管理費としており

収益事業のみに関わる者の給与については100%を事業費としています

その他の事業に係る資産の状況

記載事項はありません。

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備 考

合計

科 日 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償月
'累

計額 期末帳簿価額

161,784 161,784

0

0

161,784

161,784 161,784 161,784

有形間定資産
′―卜′|ソ コン

無形固定資産

投資その他の資産

合計

科 目 期首残高 当期借人 当期返済 期末残高

合 計

内 のル
ヽ

員
引

役
取

内、近親者及
び支払い法人
等との取引

科 目
計算書類に計
上された金額

70,000

70.000

(活動計算書)

諸謝金

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計

O1         01         0
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書式第 17号 (法第 28条関係)

令和5年度 財産目録

令和5年 12月 31日 現在

特定非営利活動法人 日本サステナグル投資フォーラム

(単位 :円 )

科
口

］ 金 額

資産の部

1 流動資産

現金預金

手元現金

三井住友銀行赤坂支店

_菱東京UFJ銀 行赤坂見附支店

普通預金

普通預金

前払金

地球素境戦略研究機関 会費

仮払金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

(1)有形固定資産

什器備品

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投 資その他の資産計

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 「 |

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

従業員立替経費

前受金

(^受金

預 り金

源泉所得税

社会保険料

流 動 負 債

2 固定負債

言|

産

計

　

　

　

計固 定 負 債

負  債  合

正  味  財

0

10,280,075

0

30,000

10,310,076

10,310,075

356,015

199,814

75,300

631,129

631,129

9,678,946



令和5年度 役員名簿

令和5年 1月 1日 ～令和5年 12月 31日

特定非営利活動法人 日本サステナブル投資フォーラム

氏名 就任期間
報酬を受
けた期間

理事 。会長 荒井 勝 令和5年 1月 1日 ～令和5年 12月 31日 銀

理 事 青木 修三 令和5年 1月 1日 ～令和5年 12月 31日 鉦

代表理事 秋山 をね 令和5年 1月 1日 ～令和5年 3月 31日

理 事 稲岡 稔 令和5年 1月 1日 ～令和5年 12月 31日 任

理事 梶原 仲洋 令和5年 1月 1日 ～令和5年 12月 31日 毎

理事 河 日 真理子 令和5年 1月 1日 ～令和5年 12月 31日 任

理 事 岸上 有沙 令和5年 4月 1日 ～令和5年 12月 31日 盤

理事 黒田 一賢 令和5年 4月 1日 ～令和5年 12月 31日 盛

理事・最高嘔間 後藤 敏彦 令和5年 1月 1日 ～令和5年 12月 31日 4匡

理 事 菌田 綾子 令和5年 1月 1日 ～令和5年 12月 31日 鉦

理 事 竹ケ原 啓介 令和5年 1月 1日 ～令和5年 12月 31日 盛

代表理事 林 礼子 令和5年 1月 1日 ～令和5年 12月 31日 毎

理 事 広瀬 悦哉 令和5年 1月 1日 ～令和5年 12月 31日 毎

理事 藤井 智朗 令和5年 1月 1日 ～令和5年 12月 31日 征

理事 堀井 浩之 令和5年 1月 1日 ～令和5年 12月 31日 任

代表理事 水 口 剛 令和5年 1月 1日 ～令和5年 12月 31日 4睡

理 事 宮城 治男 令和5年 1月 1日 ～令和5年 12月 31日 銀

監事 阿部 和彦 令和5年 1月 1日 ～令和5年 12月 31日 娃

監事 栗原 祐介 令和5年 1月 1日 ～令和5年 12月 31日 盤

鉦



書式第19号 (法第28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿

令和5年 12月 31日 現在

特定非営利活動法人 日本サステナブル投資フォーラム

氏名

1 荒井 勝

2 青木 修三

3 河口 真理子

4 後藤 敏彦

5 菌田 綾子

6 水 口 岡」

7 竹ケ原 啓介

8 広瀬 悦哉

9 藤井 智朗

10 堀井 浩之

11 林 礼子



監 査 報 告 書

特定非営利活動法人 日本サステナブル投資フォーラム

理 事 会  御 中

2024年 2月 6日

監事 阿部 和彦

監事 栗原 祐介

私たちは、特定非営利活動法人 日本サステナビリティ投資フォーラム (以下、
「同法人」という。)の 2023年 1月 1日 から2023年 12月 31日 に係る会計及

び業務について監査を行い、以下のとおり報告する。

1.財産目録及び収支計算書は、会計帳簿と一致し、同法人の財政状態及び収支

の状況を重要な点において、正しく示しているものと認める。

2.事業報告の記載内容は、重要な点において、真実を示しているものと認める。

3.理事の職務執行に関する不正事項及び法令・定款に違反する重要な事項は認

められなかった。

以上




